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ソースボリュームを再アクティブ化

ソースボリュームが使用できる状態になったら、デスティネーションボリュームからソ
ースボリュームにデータを再同期し、再同期後の変更を反映して、ソースボリュームを
アクティブ化する必要があります。

ソースボリュームを再同期

ソースボリュームがオンライン状態になったら、デスティネーションボリュームとソー
スボリュームの間でデータを再同期して、デスティネーションボリュームの最新のデー
タをレプリケートする必要があります。

作業を開始する前に

ソースボリュームはオンラインである必要があります。

このタスクについて

このタスクは、 * デスティネーション * クラスタから実行する必要があります。

次の図に示すように、アクティブなデスティネーションボリュームから読み取り専用のソースボリュームにデ
ータがレプリケートされます。

手順

1. 実行している System Manager のバージョンに応じて、次のいずれかの手順を実行します。

◦ ONTAP 9.4 以前： ［ * 保護 * ］ > ［ * 関係 * ］ をクリックします。

◦ ONTAP 9.5 以降： * Protection * > * Volume Relationships * をクリックします。

2. ソースボリュームとデスティネーションボリュームの間の SnapMirror 関係を選択します。

3. SnapMirror 関係に対して設定されている転送スケジュールとポリシーを書き留めます。

4. [* Operations] * > [* Reverse Resync] をクリックします。

5. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 逆再同期 * をクリックします。
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ONTAP 9.3 以降では、関係の SnapMirror ポリシーは「 MirrorAllSnapshots 」に、ミラースケジュール
は「 None 」に設定されます。

ONTAP 9.2 以前を実行している場合、関係の SnapMirror ポリシーは「デフォルト」に設定され、ミラー
スケジュールは「なし」に設定されます。

6. ソースクラスタで、元の SnapMirror 関係の保護設定と同じになるように SnapMirror ポリシーとスケジュ
ールを指定します。

a. 実行している System Manager のバージョンに応じて、次のいずれかの手順を実行します。

▪ ONTAP 9.4 以前： ［ * 保護 * ］ > ［ * 関係 * ］ をクリックします。

▪ ONTAP 9.5 以降： * Protection * > * Volume Relationships * をクリックします。

b. 再同期するソースボリュームとデスティネーションボリュームの間の SnapMirror 関係を選択し、 *

Edit * をクリックします。

c. SnapMirror ポリシーとスケジュールを選択し、 * OK * をクリックします。

ソースボリュームを更新

再同期の完了後、ソースボリュームをアクティブ化する前に、ソースボリュームを更新
して最新の変更内容をすべて反映することができます。

このタスクについて

このタスクは * source * cluster で実行する必要があります。

手順

1. 実行している System Manager のバージョンに応じて、次のいずれかの手順を実行します。

◦ ONTAP 9.4 以前： ［ * 保護 * ］ > ［ * 関係 * ］ をクリックします。
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◦ ONTAP 9.5 以降： * Protection * > * Volume Relationships * をクリックします。

2. ソースボリュームとデスティネーションボリューム間の SnapMirror 関係を選択し、 * Operations * > *

Update * をクリックします。

3. ソースボリュームとデスティネーションボリュームの間の最も新しい共通の Snapshot コピーに基づく差
分転送を実行します。

◦ ONTAP 9.3 以降：「 * as per policy * 」オプションを選択します。

◦ ONTAP 9.2 以前：「 * on demand * 」オプションを選択します。

4. *オプション：転送に使用するネットワーク帯域幅を制限するには、転送帯域幅を*に制限するを選択し、
最大転送速度を指定します。

5. [ 更新（ Update ） ] をクリックします。

6. 転送ステータスが [Idle] であり、前回の転送タイプが [Details] タブの [Update] であることを確認しま
す。

ソースボリュームを再アクティブ化

デスティネーションボリュームからソースボリュームにデータを再同期したら、
SnapMirror 関係を解除してソースボリュームをアクティブ化する必要があります。その
後、デスティネーションボリュームを再同期して、再アクティブ化したソースボリュー
ムを保護します。

このタスクについて

関係の解除と逆再同期の処理は、いずれも * ソース * クラスタから実行されます。

次の図に示すように、 SnapMirror 関係を解除すると、ソースボリュームとデスティネーションボリュームの
両方が読み取り / 書き込み可能になります。逆再同期処理の実行後は、アクティブなソースボリュームから読
み取り専用のデスティネーションボリュームにデータがレプリケートされます。
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手順

1. 実行している System Manager のバージョンに応じて、次のいずれかの手順を実行します。

◦ ONTAP 9.4 以前： ［ * 保護 * ］ > ［ * 関係 * ］ をクリックします。

◦ ONTAP 9.5 以降： * Protection * > * Volume Relationships * をクリックします。

2. ソースボリュームとデスティネーションボリュームの間の SnapMirror 関係を選択します。

3. [* 操作 *>] [ * 休止 ] をクリックします。

4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 休止 * をクリックします。

5. [ 操作（ Operations ） ] > [ * 分割（ * Break ） ] をクリックする。

6. 確認のチェックボックスをオンにし、 * ブレーク * をクリックします。

7. [* Operations] * > [* Reverse Resync] をクリックします。

8. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 逆再同期 * をクリックします。
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ONTAP 9.3 以降では、関係の SnapMirror ポリシーは「 MirrorAllSnapshots 」に、 SnapMirror スケジュー
ルは「 None 」に設定されます。

ONTAP 9.2 以前を実行している場合、関係の SnapMirror ポリシーは「デフォルト」に設定され、
SnapMirror スケジュールは「なし」に設定されます。

9. ボリュームのページでソースボリュームに移動し、作成した SnapMirror 関係が表示され、関係の状態
が「 SnapMirro 済み」であることを確認します。

10. デスティネーションクラスタで、元の SnapMirror 関係の保護設定と同じになるように、新しい
SnapMirror 関係の SnapMirror ポリシーとスケジュールを指定します。

a. 実行している System Manager のバージョンに応じて、次のいずれかの手順を実行します。

▪ ONTAP 9.4 以前： ［ * 保護 * ］ > ［ * 関係 * ］ をクリックします。

▪ ONTAP 9.5 以降： * Protection * > * Volume Relationships * をクリックします。

b. 再アクティブ化したソースボリュームとデスティネーションボリューム間の SnapMirror 関係を選択
し、 * Edit * をクリックします。

c. SnapMirror ポリシーとスケジュールを選択し、 * OK * をクリックします。

結果

ソースボリュームに読み取り / 書き込みアクセスが設定され、デスティネーションボリュームで保護されま
す。
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